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Ⅰ はじめに 

町田市では、 2019 年に「第 2 次町田市

食育推進計画（以下、計画と記載）」を策

定 し 、 市 の 特 徴 や 資 源 を 活 か し た 食 育 を

推 進 し て い る 。 市 の 駅 前 は ビ ル が 立 ち 並

ぶ 商 業 地 帯 だ が 、 少 し 離 れ る と 緑 豊 か な

農 業 地 帯 と な っ て お り 、 商 業 と 農 業 が 調

和した街である。さらに、大学等の教育機

関 や 町 田 市 を ホ ー ム タ ウ ン と し た ス ポ ー

ツチームが存在している。  
計画では、市の特色を活かし、給食施設

や 民 間 企 業 等 と 連 携 し て 、 市 民 が 自 然 に

健 康 に な れ る 食 環 境 づ く り に 取 り 組 ん で

いる。食環境づくりには、人々が望ましい

食を入手できる「食品へのアクセス」と、

必 要 な 情 報 を 入 手 で き る 「 情 報 へ の ア ク

セス」を整える必要がある。食環境を整え

ることは、食生活の改善に関心が低い、若

い 世 代 を 中 心 と し た 無 関 心 層 に も 効 果 的

な方法と言われている。  
 

Ⅱ 市の現状 

市 民 に お け る 食 生 活 の 課 題 の 一 つ に 、

野菜の摂取量不足がある。その摂取量は、

265g※ 1 である。厚生労働省が掲げる 1 日

の目標量 350g に届いておらず、全国平均

値 280.5g※ 2 と比べても、低い値である。 
 野 菜 を 多 く 食 べ る 人 は 、 少 な い 人 と 比

べ て 、 死 亡 す る リ ス ク が 低 い こ と が わ か

っている。※ 3 市民の野菜摂取量を増やし、

健 康 の 増 進 、 市 に お け る 医 療 費 の 削 減 を

図るため、食環境づくりを進めている。  

Ⅲ  主な取り組み  
１  市 内 レ ス ト ラ ン に お け る 野 菜 メ ニ ュ

ー提供（「食品」を整備）  
市内レストランと連携して、1 ヶ月間限

定で、「 1/3 日分の野菜が摂れるサラダ麺」

を販売した。 1 ヶ月間で約 300 食を提供

し 、 完 売 日 も あ る 好 調 な 売 れ 行 き と な っ

た。  

＜ 1 /3 日 分 の 野 菜 が 摂 れ る サ ラ ダ 麺 ＞  
２  デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ を 活 用 し た 情 報

発信（「情報」を整備）  
 町 田 駅 前 の 商 業 施 設 で あ る 町 田 マ ル

イ・町田モディのデジタルサイネージ（デ

ィスプレイ等の電子的な表示機器）にて、

野菜摂取を促す動画を 1 ヶ月間放映した。 
市内プロサッカーチーム「 FC 町田ゼ

ルビア」やプロフットサルチーム「 ASV
ペスカドーラ町田」のホームゲームにお

いては、試合前後やハーフタイムに、野

菜摂取を促す掲示や場内アナウンスを行

った。  
普段の通勤・通  

学経路や、試合観  
戦の場で普及啓発  
することで、無関  
心層へアプローチ  
できた。  

＜ 電 光 掲 示 の 様 子 ＞  



 
３  町田市食育ボランティア（「食品」「情

報」を整備）  
 市 が 養 成 し た 町 田 市 食 育 ボ ラ ン テ ィ ア

が 保 育 園 や 小 学 校 、 障 が い 者 施 設 等 で 活

動している。  
 保 育 園 で 食 育 を 行 っ た 際 に は 、 野 菜 の

断 面 や で き 方 を ク イ ズ と し て 出 題 し た 。

本 取 組 に よ っ て 、 子 ど も た ち が 野 菜 に 興

味を持ち、摂取につながることを狙った。 

 
＜ 保 育 園 に お け る ク イ ズ 実 施 の 様 子 ＞  

 
４  レ シ ピ ブ ッ ク 発 行 （「 情 報 」 を 整 備 ） 
 近 隣 自 治 体 や 企 業 、 市 内 大 学 と 連 携 し

てレシピブックを作成し、第 3 弾までで

約 3 万部を発行した。おいしく、手軽に作

れ る レ シ ピ を 紹 介 す る こ と で 、 野 菜 摂 取

量の増加を狙った。  
連 携 先 は 、 株 式 会 社 三 和 （ 地 元 ス ー パ

ー）、東京家政学院大学、味の素株式会社、

相 模 原 市 保 健 所 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 得 意

分野を活かして啓発した。  
レ シ ピ ブ ッ ク を 配 布 し た ス ー パ ー に お

い て は 、 掲 載 し た 一 部 野 菜 の 売 上 金 額 が

増加し、前年度比で 200％を超えるものも

あ っ た 。 レ シ ピ の 提 供 が 家 庭 で の 野 菜 摂

取につながったと考えられる。  

 
＜ 第 1 弾 ＞   ＜ 第 2 弾 ＞   ＜ 第 3 弾 ＞  

Ⅳ  まとめ  
 2013 年に「町田市食育推進計画」を策

定してから 10 年間、食育を推進するネッ

ト ワ ー ク や ノ ウ ハ ウ を 培 っ て き た 。 そ れ

ら を 活 か し て 、 前 述 し た 取 り 組 み を 行 っ

てきたところである。その際、小売店や飲

食店、ボランティア等と連携することで、

行 政 だ け で は 手 が 届 か な い 層 へ ア プ ロ ー

チできた。  
 こ れ ま で の 取 り 組 み に よ っ て 、 市 民 に

おける「食育の認知度」は上がってきた。

2022 年度の調査 ※ 4 では、「食育の意味も

言 葉 も 知 っ て い た 」 と 回 答 し た 市 民 は

63.1％であり、 2017 年度 ※ 1 の 53.9％か

ら 9.2 ポイント上昇した。また、都民では

59.1％ ※ 5 のため、都全体と比較しても、

市民の食育認知度は高いと言える。  
2024 年に策定予定の次期計画「（仮称）

まちだ健康づくり推進プラン 24-31」にお

いては、「食育」を重点目標の 1 つとして

位 置 付 け た 。 認 知 が 行 動 に つ な が る こ と

で、市民の野菜摂取量も増えてくる。引き

続 き 地 域 と 連 携 し た 食 環 境 づ く り に 取 り

組 む こ と で 、 野 菜 摂 取 量 の 限 界 を 突 破 し

たい。  
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